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古
典
を
身
近
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も
の
|
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学
年
通
信
で
の
古
典
案
内
|
|
緒
Q 
私
立
学
校
が
襟
携
す
る
中
高
一
貫
教
育
の
国
語
科
に
お
け
る
分
野
の
一
っ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
早
期
古
典
教
育
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
、
中
学
生
に
「
古
典
の
何
を
教
え
る
か
」
と
い
う
問
題
に
な
る
と
、
意
見
が
分
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
音
読
に
主
限
を
置
く
・
百
人
一
首
の
暗
記
・
漢
文
の
素
読
・
説
話
や
笑
話
の
読
解
・
文
語
文
法
の
習
得
な
と
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
古
典
の
導
入
と
し
て
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
、
実
践
の
場
に
お
い
て
は
、
と
れ
も
中
途
半
端
な
段
階
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
古
典
に
興
味
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
、
実
質
の
内
容
が
伴
わ
な
い
所
に
原
因
が
あ
る
。
例
え
ば
、
右
に
挙
げ
た
項
目
も
、
漢
文
の
素
読
な
ら
ば
返
り
点
の
知
識
が
必
要
と
な
り
、
文
語
文
法
学
習
は
口
語
文
法
の
学
習
と
の
兼
合
い
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
百
人
一
首
は
ゲ
|
ム
感
覚
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
な
と
と
い
う
よ
春
之
田
裕
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
初
期
の
古
典
教
育
(
中
学
で
の
古
典
教
育
)
は
、
高
等
学
校
の
古
典
へ
と
つ
な
が
る
系
統
的
な
古
典
学
習
と
、
古
典
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
さ
せ
る
も
の
と
の
二
本
立
て
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
今
こ
こ
で
紹
介
す
る
実
践
例
は
、
後
者
で
あ
る
。
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学
年
通
信
で
古
典
に
触
れ
る
中
学
一
年
入
学
当
初
か
ら
、
学
年
全
体
の
意
思
疎
通
を
図
る
手
段
と
し
て
学
年
通
信
を
発
刊
し
て
来
た
。
三
年
間
で
通
算
六
十
号
を
発
刊
し
た
。
(
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
海
城
学
園
研
究
集
録
十
四
・
十
五
・
十
六
号
を
参
照
)
国
語
科
で
古
典
を
本
格
的
に
勉
強
し
始
め
る
二
年
の
第
四
号
か
ら
「
古
典
を
読
む
楽
し
み
」
と
い
う
シ
リ
ズ
を
始
め
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る。
第
一
回
和
歌
で
富
士
山
の
噴
火
研
究
(
新
聞
記
事
か
ら
)
第
二
田
和
歌
で
富
士
山
の
噴
火
研
究
二
(
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
古
今
和
歌
集
の
成
立
年
代
を
考
え
る
)
第
三
回
藤
原
定
家
『明
月
記
』
|
|
紅
旗
征
戒
、
非
五
口
事
|
|
第
四
国
平
安
時
代
の
物
語
鑑
賞
の
方
法
第
五
回
『
源
氏
物
語
』
「
少
女
」
の
巻
|
|
光
源
氏
の
教
育
論
|
|
第
六
回
『
百
人
一
首
』
の
謎
第
七
回
藤
原
定
家
の
書
写
し
た
『
土
左
日
記
』
|
|
修
学
旅
行
で
三
十
三
間
堂
を
拝
観
す
る
前
に
|
|
第
八
回
後
鳥
羽
上
皇
と
刃
物
屋
「
菊
ご
|
|
修
学
旅
行
で
奈
良
を
訪
れ
る
前
に
|
|
第
九
回
『伊
勢
物
語
』
に
見
る
男
女
の
愛
第
十
回
『源
氏
物
語
』
の
巻
数
を
考
え
る
|
|
「
源
氏
香
」
・
古
典
に
お
け
る
数
の
意
味
|
|
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
授
業
と
は
別
に
、
古
典
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
る
、
家
族
み
ん
な
で
古
典
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
時
事
的
な
も
の
を
題
材
と
し
た
り
、
学
校
行
事
と
関
連
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
来
た
。
以
下
に
実
例
を
紹
介
す
る。
古
典
を
読
む
楽
し
み
七
藤
原
定
家
に
つ
い
て
は
、
既
に
『明
月
記
』
と
『
百
人
一
首
』
の
と
こ
ろ
で
触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
藤
原
定
家
と
『土
左
日
記
』
(『
土
左
日
記
』
は
正
式
に
は
、
「土
佐
」
で
な
く
「
土
左
」
と
書
き
ま
す
)
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。
修
学
旅
行
の
京
都
自
由
行
動
で
は
、
三
十
三
間
堂
を
訪
れ
る
人
も
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
三
十
三
間
」
と
い
う
名
称
は
、
柱
間
(
は
し
ら
ま
)
の
数
が
三
十
三
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
も
う
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
成
人
式
の
日
の
「
通
し
矢
」
で
も
有
名
で
す
。
三
十
三
と
い
う
数
は
、
観
音
は
姿
を
三
十
三
種
に
変
え
て
で
も
信
者
を
危
険
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
信
仰
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
三
十
三
間
堂
の
正
式
名
は
「蓮
華
王
院
(
れ
ん
げ
お
う
い
ん
)
と
い
い
ま
す
。
創
建
は
平
安
末
期
の
一
六
四
年
、
後
白
河
上
皇
が
平
清
盛
の
供
進
に
よ
っ
て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
法
住
寺
殿
の
中
心
に
建
立
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
二一
四
九
年
に
焼
失
し
ま
し
た
が
、
二
一
六
六
年
に
後
嵯
峨
上
白
玉
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
次
第
で
す
。
さ
て
、
『
土
左
日
記
』
の
作
者
は
知
つ
て
の
と
お
り
紀
貫
之
で
す
。
貫
之
自
筆
の
『土
左
日
記
』
を
藤
原
定
家
は
蓮
華
王
院
で
発
見
し
、
書
写
し
て
い
た
の
で
す
。
所
謂
「
定
家
本
土
左
日
記
」
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
&
め
灼
ノ
中
千
キ
ヲ
。
文
麿
二
年
乙未
五
月
十
三
日
乙
巳
老
病
中
脱
出
限
如
盲
、
不
服
之
外
見
紀
氏
自
筆
本
蓮
王
侯
宝
蔵
本
(
途
中
省
略
)
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不
堪
感
興
、
白
書
写
之
、
昨
今
二
ケ
日
終
功
桑
門
明
静
奥
書
に
よ
る
と
、
藤
原
定
家
は
七
四
歳
の
文
暦
二
年
(
一
二
三
五
)
五
月
十
三
日
に
、
思
い
が
け
な
く
蓮
華
王
院
に
宝
蔵
さ
れ
て
い
た
貫
之
自
筆
の
『土
左
日
記
』
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
年
老
い
病
気
で
視
力
も
甚
だ
し
く
衰
え
て
い
た
が
、
あ
ま
り
の
珍
し
さ
に
感
動
し
て
、
自
分
自
身
で
二
日
が
か
り
で
書
き
終
え
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
『定
家
本
土
左
日
記
』
は
最
も
良
い
本
と
し
て
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
長
い
こ
と
底
本
(
も
と
の
本
)
と
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
八
年
に
「定
家
本
」
よ
り
も
良
い
本
と
し
て
「
三
条
西
家
本
」
(
彊
徳
本
)
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
左
の
写
真
が
そ
の
写
本
の
奥
書
で
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
A
土
左
日
記
貫
之
自
筆
の
本
を
以
て
帥哨岬一紘一仰聞いか片山均一一日せは川一一し虻町度
あ
る
人
の
数
寄
深
く
し
き
り
な
る
所
望
に
よ
っ
て
こ
れ
を
書
く
、
古
代
の
仮
名
な
お
科
叫
(
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
)
の
ご
と
し
、
末
思
望
み
移
す
に
魯
魚
(
ろ
ぎ
ょ
・
字
の
写
し
間
違
い
の
こ
と
)
あ
る
か
、
後
見
の
輩
こ
れ
を
察
す
る
の
み
。
明
応
元
年
八
月
の
候
大
納
言
藤
臣
御
判
B
右
は
三
条
西
殿
突
隆
御
自
筆
の
本
を
以
て
、
仮
名
二
子
も
変
え
ず
書
写
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
川
Ad?
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こ
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l
月
二
十
九
日
に
書
写
し
た
と
い
う
こ
兵
マ
-k
b
A
t内
寸
at
b・
日
川
aFv事
ル
富
小
、
t
z
t
l
と
が
分
か
り
ま
す
。
実
隆
も
定
家
同
様
に
貫
之
自
筆
の
『
土
左
日
記
』
を
目
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
場
所
が
蓮
華
十
王
院
で
あ
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
蓮
華
王
院
が
鎌
倉
時
代
ま
で
皇
室
の
宝
庫
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
隆
も
や
は
り
蓮
華
王
院
で
『土
左
日
記
』
を
発
見
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
『土
左
日
記
』
は
、
延
長
八
年
(
九
三
O
)
以
来
土
佐
守
で
あ
っ
た
紀
貫
之
が
、
承
平
四
年
(
九
三
四
)
十
二
月
二
十
一
日
国
府
を
出
発
し
て
翌
年
の
二
月
十
六
日
に
帰
京
す
る
ま
で
の
記
録
で
す
。
テ
1
7
と
し
て
は
「歌
論
」
な
ど
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
任
地
で
失
っ
た
娘
へ
の
鎮
魂
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
テ
1
7
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
『
土
左
日
記
』
は
、
書
か
れ
て
約
三
百
年
後
に
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
百
数
十
年
後
に
笑
降
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
書
写
に
大
き
く
拘
わ
っ
た
場
所
が
、
も
う
す
ぐ
私
達
の
行
く
「蓮
華
王
院
」
で
し
た
。
そ
ん
な
連
綿
た
る
歴
史
と
偶
然
の
不
可
思
議
性
を
絢
に
抱
い
て
名
刺
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
結
;= 
自己
高
等
学
校
の
国
語
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
重
厚
な
評
論
文
や
定
評
の
あ
る
文
芸
作
品
を
多
く
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
古
典
の
時
間
は
自
然
と
滅
り
、
文
語
文
法
や
読
解
技
術
に
終
始
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
ま
し
て
や
漢
文
に
は
と
て
も
手
が
回
ら
な
い
。
大
学
の
入
試
制
度
に
し
て
も
、
古
文
や
漢
文
を
試
験
科
目
か
ら
外
し
た
り
、
国
語
自
体
を
試
験
科
目
か
ら
外
し
、
小
論
文
入
試
に
す
る
な
ど
、
古
典
が
除
外
さ
れ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
、
古
典
を
楽
し
み
、
古
典
を
じ
っ
く
り
と
読
む
習
慣
、
ま
た
そ
う
し
た
カ
を
養
う
こ
と
は
、
真
の
国
語
力
を
養
う
た
め
に
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
今
こ
そ
古
典
教
育
を
充
実
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
初
期
の
古
典
教
育
の
方
法
-
論
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
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